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説明責任の観点より，近年，（Virtual Reality Model：VR）を活用した大規模プロジェクトに関する地域

住民等との合意形成の有効性が報告され，これらの技術を活用した建設分野における CIM への更なる取

り組みが期待されている．さらに，衛星写真技術や解析技術の高度化に伴って，詳細な地形や建物を基に

した VR モデルの構築が可能となった．本稿では，これらの技術を活用した検討事例を示すとともに，こ

れらの適用性について考察した．なお，従来までの一般的な建物モデルに対して，各建物高の違いに関す

る情報を付加させた場合においても，データ量に顕著に負荷が生じないことが分かった． 
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1. はじめに 
 
説明責任の観点より，近年，大規模プロジェクト等に

関する関係者や地域住民との合意形成を図る説明に際し

て，時間軸も考慮した仮想現実空間（Virtual Reality 
Model：VR）による可視化の有効性が報告されている 1)．

一方，情報技術の進展に伴って，土木分野の開発に特化

して高機能化を図った VR アプリケーション 2)や環境影

響に関する各予測モデルによる検討 3)手法が提案されて

いる．さらに，これまで公共事業等において航空測量に

よって得られた地形モデルや建物モデルの更なる有効活

用を目的に，Web 上において一般公開されており，こ

れらの技術や情報を用いた更なる CIM の推進が望まれ

る．ただし，これらの公表されている建物モデルは各建

物高さの違いが考慮されていない一律的な高さの建物群

であり，市街化された都市部を対象にした仮想現実空間

の構築において，再現性について課題がある．さらに，

これらの建物モデルは基本的に国内を中心としており，

今後の更なる国際化に向け，海外を対象にした地形モデ

ル構築に関して更なる取り組みが必要であると考えられ

る．そこで，これらの技術的な課題に対して，発展途上

国等も含めた国内外を対象に，建物高さの違いも考慮し

た詳細な地形モデルを取得するために，複数の高解像度

衛星群 5）によって撮影された写真（図-1）を用いて解析

された建物・地形モデルを基にした VRモデルの構築お

よび利用が有効であると考えられる． 
 本稿では，この高解像度衛星写真 5）を用いて解析し

た建物モデルについて，従来までの一般的なモデルを用 

 
図-1 複数の高解像度衛星群による写真撮影概要 5） 
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図-2  VR空間における従来までの建物モデル 4)（上）と高解

像度衛星写真 5)を用いて解析した建物モデル（下）との比較 

いた VRと比較するとともに，最新の適用事例を示して，

これらの新技術の適用性について考察するものとする． 

 
2. 高さの違いを考慮した建物群のVRへの適用性 

都心部を対象にした仮想現実空間 VRに関して，高解

像度衛星写真 5)を用いて高さの違いを考慮した建物モデ

ルを基に構築された VR空間の有効性に関して，従来ま

での一律的な建物高である一般的な建物モデルとの比較

を図-2 に示す．図-2 に示されるとおり，高層の建物群

が密集している市街地を対象にした VR空間に関して，

再現性や視認性において顕著な差が確認された．なお，

視認性を更に向上させるために，一部の高層建物（図-

2；下）を対象に，側面に写真（テクスチャー）を表現

している．一方，建物の再現性向上に伴うデータ量の負

荷増量については，全体データ量の約 2割から 3割程度

までであり，モデル構築における一般的な許容内の負荷

であると考えられる．これは，建物モデルに関する情報

量と比較して，その他の情報データ量が顕著に大きいこ

とによるものである．また，図-2（下）の建物・地形モ

デルに対して，その他の付属物（例えば，信号）を付加

して再現した詳細な VR空間を，参考として図-3に示す．

図-3 に示されるとおり，詳細な建物モデルを背景に構

築した VR空間は，再現性や視認性において顕著に優位

であると考えられる．最後に，これらのVR空間を活用 

 

図-3 高精度な建物モデルを用いたVR空間の構築事例 

 

図-4 高精度な建物・地形モデルを活用した大規模店舗計画時

における周辺への日照影響に関する検討事例 

した大規模店舗計画時における検討事例として，高さ等

の鉛直方向についても考慮された周辺建物への日照影響

の検討事例を図-4 に示す．図-4 に示されるとおり，新

設する建物群の外部景観に対する評価だけでなく，日照

予測においても有効であることが確認された．特に，日

照環境の予測に際して，計画地周辺の建物自身による影

が周囲に対して干渉するため，建物間における高さの相

互関係についても考慮する必要があると考えられる．今

後，高さの違いを考慮した詳細な建物モデルの更なる構

築範囲の拡大化や，これらの詳細な建物・地形モデルを

活用した様々な環境予測への更なる展開が期待される． 
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